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「ものをかく」ということは、どういった筆記具を使うにしろ、それはあらゆる側面を持っている。

　単に文章を書くことにとどまらず、読み手と書き手、そして読んでいない人も含めてうまれる核融合が「ものをかく」ということの醍醐味だと思っている。

　

　

　◆ソングス　（権谷達哉）

　

　◆dimention　（乙脇康彦）


ソングス　（権谷達哉）

　

　

　

　

　　　逢いたくて

　

　

　

　キミに逢いたくて

　でも叶わない日々の中

　そう震える胸の鼓動は

　いつも絶えないまま

　

　永遠の誓いを立てた

　あの時あの場所

　この心の時計は

　刻みを止めたまま

　

　はやる心抑えることができず

　キミが遥かへと旅立ったあの日

　

　キミにもう一度逢いたい

　そう一度だけでいいから

　この胸の鼓動を伝えたい

　心ごと強く抱きしめたい

　

　永久の約束覚えているかな

　確かめたくて止まない

　キミを思う心の時計の

　刻みを動かすよ

　

　僕もこの心のままに

　キミを探す旅に出よう

　

　そうキミは待っていてくれている　きっと

　

　この旅の果てに待っているものが

　この上ない悲劇だとしても

　それも大切なキミが決めたこと

　素直に受け止めるよ

　

　だけど

　やはり逢いたくて　

　そう逢いたくて

　そう抱きしめたくて　

　心から

　

　愛してると告げられたなら

　もう何も要らない

　

　だから

　逢いたくて

　そう逢いたくて

　抱きしめて

　そう確かめたくて

　

　永遠の愛の誓いなんて

　忘れていてもいい

　そこから何かが始まれば

　きっと意味を見出せる

　

　だけど

　逢いたくて　

　そう逢いたくて

　そう抱きしめたくて　

　心から

　

　逢いたくて　

　そう逢いたくて

　そう抱きしめたくて　

　心から

　

　愛してると告げられたなら

　もう何も要らない

　

　

　

　

　　　幸せの兆し

　 

　

　その優しさに包まれたなら

　いつだってそういつだって

　嬉しくてそう嬉しくて

　泣き出してしまいそう

　 

　愛するキミの瞳を直視できないそんな僕だよ

　この臆病な心を見透かされているようで

　キミの前では強くたくましくありたい

　そう願っているんだけど

　 

　キミを心から大切に思っているよ

　他の誰でもなく唯一の存在であるキミを

　この思いが十分に届いていることが

　かえってこの僕を不安にさせるよ

　 

　その優しさに包まれたなら

　いつだってそういつだって

　嬉しくてそう嬉しくて

　泣き出してしまいそう

　 

　キミを守れる強さを持ちたい

　そうキミの笑顔を絶やさぬように

　いつだって大切なのは

　キミが心から輝いていてくれること

　 

　キミの喜びと幸せを守るためなら

　なんだってできる　なんだって差し出せる

　キミのために生きていくことが

　僕のこの上ない幸せなんだ

　 

　その優しさに包まれたなら

　いつだってそういつだって

　嬉しくてそう嬉しくて

　泣き出してしまいそう

　 

　キミに巡り合えたこの歓びを

　そう何度でも伝えたいよ

　いつだって愛している

　そう何度でも伝えたい

　

　

　

　

　

　　　ささやき続けて

　

　

　

　僕以外の誰にも届かない

　そんな小さな声でどうか

　この愛をささやき続けて

　

　流れていく時は無常で

　いつかこの愛の温度も

　冷めてしまうことだろう

　

　この思いの全てを言葉にしよう

　五線譜に乗せて楽曲にしよう

　二人の記憶が色褪せてしまわぬよう

　

　ふたりの歴史をここに綴ろう

　記念碑のような音楽を作ろう

　この愛が永遠に刻まれるよう

　

　僕以外の誰にも届かない

　そんな小さな声でどうか

　この愛をささやき続けて

　

　いつだって届けたい想いが

　時として形を変えながらも

　この胸にずっと溢れているよ

　

　この思いの全てを言葉にしよう

　五線譜に乗せて楽曲にしよう

　二人の記憶が色褪せてしまわぬよう

　

　ふたりの歴史をここに綴ろう

　記念碑のような音楽を作ろう

　この愛が永遠に刻まれるよう

　

　

　

　

　

　　　あなたのために

　

　

　

　自分のことだけを大切に生きてきた

　そんな私があなたと出会って変わった

　そう誰より大切な人

　

　いろんな恋をしてきたそんな私だけど

　こんなに自分に素直になれたのは初めて

　そうあなたは特別な人

　

　十年も百年も愛し続ける約束ができる

　人の人生に永遠なんてものがなくても

　守っていけるものがある

　

　いつまでもあなたを信じてる

　いつまでもあなたを愛してる

　いつまでも変わらないこの思い

　

　あなたにも同じように感じてほしい

　あなたにも同じように愛して欲しい

　そう誰より大切な人

　

　これから二人で過ごす長い日々

　幸せな時間が続くと信じてる

　こんな日々が来るのを待ってたから

　

　どうかいつまでも私だけを見つめていて

　私を生涯守ってくれるあなたのために

　できることを探している

　

　そう誰より大切なあなたのために

　

　

　

　

　

　　　届いた思い

　

　

　

　君を大切に思うことが

　苦しくて不安な日々だった

　思いが届かないんじゃないかと

　臆病になっていたんだ

　

　僕にとって優しく美しい君は

　高嶺の花のようだった

　どれだけ手を伸ばしても届かない

　そんな存在だと思ってた

　

　愛の告白はおろか

　その瞳を直視することさえ

　できずにいたんだよ

　君は気付いていたのかな？

　

　こうしてこんな日を迎えられることが

　いまだに信じられないよ

　叶わない夢や届かない思いがないってのも

　案外本当なのかもね

　

　どうかいつまでも愛させてくれないか

　いつの日か年老いた君も僕が守るよ

　こんなしがない僕の人生に巻き込んで

　本当に申し訳ないと思ってる

　

　それでもほんのわずかな時間でも

　幸せな瞬間を感じてもらえるよう

　最善を尽くすことを誓うよ

　そうかけがえのない君に

　

　

　

　

　

　　　あなたと

　

　

　

　あなたと共に歩いていきたい

　

　あの頃の私たちはいつだって

　コンピュータゲームみたいな恋をしてた

　この恋が最後の運命だと信じて

　

　今あなたの言葉を思い出してる

　その優しさや愛の深さを知ることで

　大切な日々の喜びと意味を知ったの

　

　かけがえのないものを手にするたびに

　その全てを失うことを恐れてきた私が

　

　この甘美な気持ちをずっと抱きしめていたい

　

　あの頃の私たちはいつだって

　コンピュータゲームみたいな恋をしてた

　この恋が最後の運命だと信じて

あなたにも同じように感じて欲しい

　どうかひとりにしないと信じさせて欲しい

　ありふれた言葉なんかもう要らない

　

　私だけのために笑ったり、泣いたりして欲しい

　悲しい別れなんて想像しないでほしい

　

　今あなたの言葉をもう一度思い出している

　その優しさや愛の深さを知ることで

　大切な日々の喜びと意味を知ったの

　

　かけがえのないものを手にするたびに

　その全てを失うことを恐れてきた私が

　

　この甘美な気持ちをずっと抱きしめていたい


dimension　（乙脇康彦）

　

　

　われわれはなぜ、未来を思い出せないのだろう。　———Ｓ・ホーキング

　

　

　

　

　

　　　骸

　

　

　

　骨は幾分かの湿り気を持っていた

　骨は歳をとり損ねたようだ

　が

　骨はもの言う口を持っていない

　この地の雄弁な語り部だったはずの

　若い僧は

　湿り気を帯びた

　一個の唄になった

　

　

　こうりゃ　こうりゃ

　行くも帰るも一遍に

　こうべをたれた僧都さま

　おのが殺めた愛弟子を

　十万億土にあらしめる

　

　こうりゃ　こうりゃ

　川に流れる音楽を

　舌で味わう僧都さま

　贅に尽くせぬその味は

　遥か遠くの天竺の

　

　こうりゃ　こうりゃ

　これは霊験あらたかに

　鐘を突きつつ僧都さま骸になった愛弟子の

　魂だけが木霊する

　

　

　

　

　　　多くの根幹にある魂の話

　

　

　

　往年の村野藤吾を彷彿とさせるようなその建築は

　言葉の安売りをする老婆の死体であった

　叩き売られた言葉たちの血気は

　おそれおののき

　閻魔大王の膝元にひれ伏す

　視界の片隅の愛染明王は

「老いては子に従え」

　死ぬまで大胸筋を鍛え続けさせられるのだ

　

　歴史を学んだ者には義眼を

　文学を志した者にはお姉さん指を

　サイエンティストには月桂樹を

　ＮＥＥＴの若者にはアーティチョークを

　

　心苦しい現世から責め苦を与える煉獄へと

　老婆の死体は送られ

　言霊だけが頭上の蓮池へと昇天する

　お釈迦様はアルカイックな笑みを浮かべて

　美しい世界にいる事で満足している

　優れた芸術作品もまた

　蓮池へと昇りはするが

　優れた芸術家もまた

　お釈迦様と共に暮らせるとは限らないのだ

　

　ひとり、またひとり、と

　魂は言語との別居を余儀なくされる……

　

　

　

　

　

　　　タコスと小説のクロニクル

　

　

　

　きみはタコスを作る

　スパイスが薫る

　踊りながら

　クルクル舞いながら

　時間を忘れる

　おや　焦げ臭いぞ

　いただきます

　ごちそうさま

　きみは———

　皿に残ったチリソースと共に

　夕暮れに消える

　

　ぼくは小説を書く

　物語が映る

　アグラをかいて

　ポリポリ頭をかいて

　空間に座る

　うむ　ひらめいた

「朝靄の立ちこめる森の奥には……

　……それはまた、のちのお話」

　ぼくは———

　インクの滲む原稿用紙を

　夜の河に捨てた

　

　

　

　

　

　　　黄緑色のサナトリウム

　

　

　

　ここのところ、雨が降りませんね。

　なんでもこうやって、バス停でアクビばかりかくもんですから、蛙も鳴きはしません。

　青鷺も飛びません。

　一生ここにはいられないのだとしたら、どこへ行きましょう？

　過疎化ってのはあるもんですね。大変です。

　都会には海がないもんだと思ってましたよ。

　なぜって、それは、匂いでわかりますし。

　それに、みんな、遠い目をしてますもの。

　僕にはこうやって、ぼけっと、青鷺を眺めてるのが良いんです。

　蝉もいいですね。

　思い出します。夏の味覚を。

　東京には空がない、と誰かが言いましたね。

　あの時代、文学はいつも、嘘つきでした。

　唐変木でした。

　そう、とうへんぼく、ってこんな字なんですね。

　でも、あなたのいるそのサナトリウムが、それほど快適な環境なのなら、言う事はありません。

　生きてさえいれば、健康でなくでもかまいません。

　健康は毒です。思い出をマヒさせます。

　とにかく。

　そこであなたは、詩を書けていますか？

　良い気持ちで居られるんなら、なによりです。

　それにしても、雨が降りませんね……。

　

　

　

　

　

　　　かなしみの結晶

　

　

　

　かなしみの結晶というものは

　手のひらの上の雪のように

　もろく

　あやうく

　ややもすれば消え去ってしまう

　その構造自体がかなしいものなのです

　

　かなしみの結晶は

　ゆがみ

　ひずみ

　よごれ

　くちはてて

　狂気の泉へと溶け出してゆくのです

　

　多くのかなしみは同じ末路を辿り

　多くのかなしみはそれぞれの煉獄へと堕ちてゆくのです

　
つ　　　。

　またひとつ、新しい言葉が生まれました

　

　

　

　

　

　　　死人のしわざ

　

　

　

　しょうじに穴を開けたり

　回転椅子を持ち上げたり

　時計を遅らせたり

　イヤホンをからませたりするのは

　みな

　私たち、死人のしわざ

　あれだってほら

　耳の穴からボタンがはみでているでしょう？

　こっけいなものね

　死人は、そう

　いつでも世の中がうらめしいの

　東京駅にバクダンを落としたのだって死人よ

　名誉ある死人のしわざ

　死人がみなニンゲンだとは限らないわ

　かえる、とんぼ、まいまいつぶり……

　タンチョウ、イルカ、志村けん……

　死人は楽な生き方なのよ

　死人は酷な育ち方なのよ

　

　そうやって、いま

　文庫本のペエジをめくってみるの


著者紹介

　

　

　権谷達哉　（ごんたに・たつや）＝ 小説

　兵庫県尼崎市生まれ。二〇〇七年より執筆活動を始める。

　平成二一年、『時流の愛』でコスモス文学新人賞入選。

　

　乙脇康彦　（おとわき・やすひこ）＝ 詩・写真・ブックデザイン

　石川県珠洲市生まれ。

　二〇〇四年年より写真活動を、二〇一一年より詩作をはじめる。

　写真ブログ「渚のハイソックス」

　http://nagisa228.cocolog-nifty.com/blog/


編集後記

　

　
自分の作品を聴く事はあっても、書いてた時の思いを振り返る事はあまりなかったんです。自他共に対する批評めいたことはあまり好きじゃなくて。ただやっぱり、伝えたい思いってのがあって、それを歌詞の中では収まらないことが時としてあるんですね。詩的表現を離れた現実的な言い回しで説明しないと、分かってもらえない部分があるんじゃないかと、素朴に思うんです。人は私の事をロマンチストだといいます（悪い意味で）。あまりに考え方がかけ離れていることから、縁遠くなった友だちもいました。世間の　歳の生活及び考え方はとてもシビアです。ロマンを語って、歌にしている人間なんてそうそういません。でも皆がこういうロマンに満ちた日々を通り過ぎてきたはずなんですね。そういう記憶をいつまでも大切にしてもらいたいなと思うんです。あえて、こんなことをライフワークにしている私の目的は、青年期を共にした仲間たちへの友情の証みたいなところが少なからずあるように思います。僕が、ラヴソングの作詞に執着するのも、こういった気持ちからかもしれません。（権谷）

　

　dimensionは「次元」という意味だ。空間次元だけでなく、時間次元も含めた、あらゆる世界が交差して影響を及ぼし合い、別の新しい世界が創造される感覚を詩にしてみたのである。「交差する時空間」というテーマは私の考える大きなテーマである。そこで、dimensionを辞書で調べたところ、「寸法」「面積」の方がメジャーな意味という事を知った。原義としては「計る」という事らしい。長さがひいては次元という概念に結びつくという事だろう。ところで、我々は普段「計る」という行為をどれだけ行っているだろう。メジャーを持ち歩く人は建築関係者くらいだろうし、腕時計にストップウオッチ機能がついていても使う機会は稀である。そこで「次元」をテーマに詩を書く事で、日常の気づかない寸法感覚を想起させる事が、隠れた狙いだったのではないかと言ったら考えすぎだろうか。時空間の長さ。それが暗に示される事により、新鮮な感覚を感じられれば面白いのかもしれない。（乙脇）
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